
15
日
　「
公
共
調
達
制
度
改
革
に
つ
い
て
」
の
発
表�

公
共
調
達
検
討
委
員
会
か
ら
の
提
言
を
受
け
、
地
域
社
会
の
要
請
に
応
え
う

る
県
内
優
良
業
者
の
育
成
等
を
図
る
た
め
、
県
独
自
の
審
査
項
目
を
加
味
し

た
新
「
業
者
評
価
制
度
」
を
導
入
し
た
う
え
で
、
条
件
付
き
一
般
競
争
入
札

を
全
面
実
施
す
る
な
ど
、
公
共
工
事
の
入
札
制
度
改
革
を
発
表
し
ま
し
た �

17
〜
22
日
　
首
都
圏
か
ら
の
観
光
客
誘
致
と
地
元
産
品
の
販
売
促
進
を
目
指
し

「
和
歌
山
県
観
光
物
産
フ
ェ
ア
2
0
0
7
」
を
開
催(

東
京) �

18
日
　
和
歌
山
県
道
路
懇
談
会
開
催�

県
内
外
の
有
識
者
・
オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
で
構
成
す
る
懇
談
会
を
開
催

し
、
8
月
に
提
言
を
頂
き
国
や
関
係
機
関
に
対
し
立
ち
遅
れ
て
い
る
本
県
の

道
路
整
備
の
必
要
性
を
訴
え
ま
し
た�

28
日
　(

独)

都
市
再
生
機
構
が
所
有
す
る
橋
本
市
隅
田
地
区
の
山
林
約

20
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
企
業
用
地
と
し
て
県
・
機
構
で
共
同
開
発�

1
日
　
県
監
察
査
察
監
に
検
察
Ｏ
Ｂ
が
就
任
し
、
監
察
査
察
制
度
等
を
本
格
実
施�

13
日
　
山
東
省
と
の
経
済
協
力
枠
組
み
覚
書
調
印
式�

山
東
省
と
の
商
談
会
等
経
済
貿
易
活
動
の
相
互
協
力
を
定
め
ま
し
た  �

29
日
　
わ
か
や
ま
電
鉄
貴
志
川
線
で
「
お
も
ち
ゃ
電
車
」
が
運
行
開
始（
写
真
⑥
）�

1
日
　
観
光
事
業
者
の
経
営
相
談
や
観
光
振
興
の
た
め
、（
財
）わ
か
や

ま
振
興
財
団
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
設
置  �

2
日
　
京
奈
和
自
動
車
道 

橋
本
道
路（
橋
本
東
I
C
〜
橋
本
I
C
）
開
通（
写
真
⑦
）�

2
日
　
関
西
国
際
空
港
第
2
滑
走
路
オ
ー
プ
ン（
写
真
⑧
）�

「
4
，0
0
0
m
級
複
数
滑
走
路
を
持
つ
完
全
24
時
間
空
港
」
と
い
う
、
日

本
初
の
世
界
標
準
の
国
際
空
港
が
本
県
に
近
接
し
て
誕
生
し
ま
し
た�

8
日
、
22
日
　
大
都
市
で
、「
ほ
ん
ま
も
ん
体
験
」
の
Ｐ
Ｒ
と
修
学
旅
行

誘
致
の
た
め
関
係
者
を
対
象
に
説
明
会
を
開
催 �

（
大
阪
会
場
で
約
80
人
、
東
京
会
場
で
約
1
2
0
人
）�

21
日
　
イ
オ
ン
（
株
）
と
協
働
に
よ
る
県
産
温
州
み
か
ん
ス
ト
レ
ー
ト

ジ
ュ
ー
ス
誕
生�

5
日
　
第
70
回
国
民
体
育
大
会
和
歌
山
県
準
備
委
員
会
設
立
総
会
開
催 �

平
成
27
年
開
催
予
定
の
第
70
回
国
民
体
育
大
会
に
向
け
て
動
き
出
し
ま
し
た�

11
日
　
和
歌
山
県
防
災
セ
ン
タ
ー
及
び
総
合
防
災
情
報
シ
ス
テ
ム
運
用

開
始（
県
庁
南
別
館
）（
写
真
⑨
）�

�

�
15
日
　
地
球
深
部
探
査
船
「
ち
き
ゅ
う
」
が
新
宮
港
に
初
入
港 �

今
後
、
数
年
間
に
わ
た
る
南
海
ト
ラ
フ
の
掘
削
期
間
中
、
新
宮
港
が
物
資
供

給
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す �

1
日
　
和
歌
山
市
夜
間
・
休
日
応
急
診
療
セ
ン
タ
ー
の
小
児
科
診
療
時
間
の
延
長�

和
歌
山
市
内
外
を
問
わ
ず
、
小
児
の
夜
間･

休
日
の
急
病
時
に
利
用
で
き
ま
す�

1
日
　
食
育
応
援
店
の
登
録
開
始
�

1
日
　
南
紀
白
浜
空
港
利
用
促
進
の
た
め
特
割
7
を
正
式
導
入�

需
用
調
査
期
間（
４
〜
６
月
）実
績
が
対
前
年
比
1
3
５
．１
％（
売
り
上
げ

ベ
ー
ス
）に
よ
り
、
新
規
割
引
運
賃
「
特
便
割
引
７
」
を
正
式
導
入
し
ま
し
た�

16
日
　（
株
）セ
ブ
ン
｜
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン
と
の
協
働
で
県
産
品
を

使
っ
た
食
育
弁
当
誕
生�

20
日
　
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
及
び
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
対

策
訓
練
の
実
施
（
写
真
⑩
）�

22
日
「
緊
急
医
師
確
保
対
策
」
に
基
づ
く
県
立
医
科
大
学
の
入
学
定
員

25
人
増
が
正
式
決
定�

22
日
　
海
外
の
百
貨
店
で
和
歌
山
フ
ェ
ア
を
開
催�

台
湾（
10
月
）、
香
港（
11
月
）で
柿
な
ど
を
P
R  �

7
〜
9
日
　
駐
日
各
国
大
使
地
方
視
察�

伝
統
産
業
、
文
化
に
触
れ
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
各
国
大
使（
19
カ

国
、
31
名
）が
湯
浅
町
や
高
野
町
等
を
訪
れ
ま
し
た�

11
日
　
近
畿
自
動
車
道
紀
勢
線
（
み
な
べ
I
C
〜
南
紀
田
辺
I
C
）
開
通
（
写
真
⑪
）�

開
通
前
の
イ
ベ
ン
ト（
10
　
28
）で
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
＆
サ
イ
ク
リ
ン
グ
や

„
お
や
じ
“
バ
ン
ド
の
ラ
イ
ブ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
を
開
催
し
ま
し
た�

17
〜
18
日 

「
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
地
方
セ
ミ
ナ
ー
in
和
歌
山
」
を
開
催�

那
智
勝
浦
町
色
川
地
域
に
お
い
て
、
内
閣
府
と
共
催
で
移
住
・
交
流
の
推
進

と
地
域
の
活
性
化
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
ま
し
た  �

17
〜
18
日
　
人
権
啓
発
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
和
歌
山
会
場
（
全
国
大
会
）「
ふ

れ
あ
い
人
権
フ
ェ
ス
タ
2
0
0
7
わ
か
や
ま
」
の
開
催�

り
ぃ
ぶ
る
フ
ェ
ス
タ
、
わ
か
や
ま
こ
こ
ろ
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
2
0
0
7
も

同
時
開
催
し
、
全
国
に
向
け
て
人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
ま
し
た  

1
日
　
社
会
保
険
紀
南
病
院（
田
辺
市
）を
県
下
初
の
地
域
周
産
期
母
子

医
療
セ
ン
タ
ー
に
認
定�

2
月
〜
11
月
 　
「
企
業
の
森
」
に
3
企
業
、
4
団
体
が
参
画（
写
真
①
）�

花
王（
株
）、
東
宝
建
設（
株
）、
住
友
信
託
銀
行（
株
）、
紀
州
製
紙
労
組
、
J
A

共
済
連
和
歌
山
、
和
歌
山
県
印
刷
工
業
組
合
、
モ
ス
バ
ー
ガ
ー
共
栄
会
が
新
た

に
参
画
し
、
「
企
業
の
森
」
へ
の
参
加
団
体
が
30
企
業
・
団
体
に�

ま
た
、４
月
に
は
、「
企
業
の
森
」
経
済
波
及
効
果
を
発
表
。
「
企
業
の
森
」
事
業

の
県
内
へ
の
経
済
波
及
効
果
が
18
億
6
千
万
円
見
込
ま
れ
る
こ
と
を
発
表
し

ま
し
た�

16
日
　
知
事
が
全
国
各
地
で
県
産
品
を
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス(

写
真
②)�

大
阪
で
は
、
初
め
て
の
県
産
品
商
談
会（
2
　
16
）を
皮
切
り
に
、
桃（
7
　
6
）、

み
か
ん（
11
　
7
）を
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
。
東
京
で
は
、
総
理
官
邸
で
梅
を

P
R
し（
6
　
4
）、
柿（
10 
5
）を
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
。
名
古
屋（
11
　
23
）、

千
葉（
11
　
30
）で
は
み
か
ん
・
特
産
加
工
品
な
ど
を
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス�

6
日
　
全
国
初
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
し
た
県
有

財
産
の
売
却
を
実
施 �

７
物
件
出
品
し
て
６
物
件
が
落
札
さ
れ
、
落
札
金
額
は
約
１
億
８
千
万
円

（
予
定
価
格
の
約
1.2
倍
）
と
な
り
ま
し
た�

19
日
　
本
州
初
、
車
で
走
る
と
音
楽
が
聞
こ
え
る
道
路
が
完
成（
紀
美
野
町
）�

22
日
　
高
野
山
が
近
畿
で
初
め
て
「
森
林
セ
ラ
ピ
ー
基
地
」
の
認
定
を
取

得
（
写
真
③
）�

高
野
山
の
森
林
の
癒
し
効
果
が
科
学
的
デ
ー
タ
に
よ
り
証
明
さ
れ
、「
世
界
遺

産
高
野
山
千
年
の
森
｜
心
と
身
体
の
浄
化
・
空
海
の
歩
い
た
道
｜
」
と
し
て

認
定
さ
れ
ま
し
た �

25
日
　
南
海
本
線
「
和
歌
山
大
学
新
駅（
仮
称
）」
の
起
工
式  �

28
日
　「
食
べ
て
元
気
、
わ
か
や
ま
食
育
推
進
プ
ラ
ン
（
和
歌
山
県
食

育
推
進
計
画
）」
公
表�

1
日
　
紀
の
国
森
づ
く
り
税
が
施
行�

　
　
　
紀
の
国
森
づ
く
り
基
金
条
例
が
施
行�

条
例
の
理
念
を
具
体
化
す
る
た
め
に
基
金
活
用
事
業
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た �

１
日

「
土
砂
災
害
警
戒
情
報
」
の
提
供
を
開
始  �

8
日
　
県
議
会
議
員
選
挙
が
執
行
さ
れ
、
新
た
に
46
人
が
議
員
に
選
出�

16
日
　
自
動
車
税
等
県
税
の
一
部
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
A
T
M
か
ら

納
付
可
能
に
。
自
動
車
税
は
コ
ン
ビ
ニ
で
も
納
付
可
能
に  �

19
日
　
県
世
界
遺
産
セ
ン
タ
ー
に
展
示
・
交
流
空
間
を
開
設
（
写
真
④
）

定
期
的
な
セ
ミ
ナ
ー
や
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
世
界
遺
産
入
門
」
な
ど
、
オ
ー

プ
ン
以
来
利
用
者
は
１
万
5
千
人
を
越
え
、
地
域
と
の
交
流
拠
点
と
し
て
賑

わ
っ
て
い
ま
す �

22
日
　
稲
む
ら
の
火
の
館（
広
川
町
）オ
ー
プ
ン�

県
と
広
川
町
が
共
同
で
整
備
し
た
防
災
教
育
の
拠
点
施
設
。
災
害
に
対
す
る

備
え
や
濱
口
梧
陵
の
功
績
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す�

5
月
〜
6
月
　
南
紀
わ
か
や
ま
ア
ウ
ト
ド
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
（
写
真
⑤
）�

串
本
町
、
古
座
川
町
、
那
智
勝
浦
町
、
太
地
町
で
ア
ウ
ト
ド
ア
の
イ
ベ
ン
ト

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
カ
ヌ
ー
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
を
通
し
て
、
約
3
千
人
が
南

紀
の
自
然
を
満
喫
し
ま
し
た�

30
日
　
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
「
エ
コ
工
房
四
季
」(

串
本
町)

開
所   �

6
日
　
県
内
で
初
め
て
恐
竜(

肉
食
恐
竜)
の
歯
の
化
石
を
発
見  �

11
日
　
第
1
回
「
和
歌
山
県
森
林
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
等
環
境

保
全
活
動
認
証
事
業
」
認
証
式
の
開
催 �

14
企
業
・
団
体
を
認
証
（
植
裁
面
積
約
63
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
1
0
0
年
間
で
2
7
，

5
0
0
ト
ン
の
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
が
見
込
ま
れ
ま
す
）�

1月�

4月�5月�6月�

2月�6月�

10月� 9月�11月�

7月�8月�9月� 3月�

⑤アウトドアフェスティバルの�
　 古座川クリーンアップ大作戦�

い
や�

③高野山での森林セラピー 

④田辺市本宮町にある県世界遺産センター�
⑥おもちゃ電車�

⑩新型インフルエンザ�
対策訓練�

⑦京奈和自動車道橋本道路全線開通式典�⑪近畿自動車道紀勢線南紀田辺IC付近�

⑧関空第2滑走路へ１番機到着�

⑨防災センターでの防災図上訓練（10/26実施）�

②知事による柿トップセールス�

①「企業の森」での�
　 植樹風景�


